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論 文 内 容 の 要 旨
マムシ科の蛇の毒が血液凝固促進作用をもつことについてはかなりの報告があり, すでに止血剤として
臨床的にも応用されている｡ しかし血液凝固酵素を分離, 精製した報告は少なく, したがってその性質や
作用機構は明らかでない｡ 著者は日本産のマムシ毒の血液凝間酵素を分離, 精製し, 血液凝固酵素の代表
的なトロンビンと比較して研究を行なうとともに外国産のマムシ科の蛇の毒の血液凝固酵素について研究
を行ない, 次の知見をえた｡
(1)マムシ毒を DEAE- セルローズで分画し, 更に- イ ドロキシルアパタイト, DEAE-セファデック




から弱酸性の糖蛋白質であることが分った｡ 超遠心分析の結果, 沈降係数は3.08Sであり, ゲル滅過
から求めた分子量は28,800であったo 紫外部吸収測定の結果, lmax･-278mFl,Amin-250mp,
E圭8%6-8･1であ- た.
(3)血液凝固酵素は熟に安定であり, 至適 pHはclotting活性 (フイブリノ- ゲン- フィブリン変換) が
7.5,AE-加水分解活性 (アルギニンエステル加水分解活性) が8.5であった｡ 種々の阻害剤の影響をし
らべた結果, SBTI(soybeantrypsininhibitor),EWTI(eggwhitetrypsininhibitor), 血清中の
アンチトロンビンでは関害されないが,DFP(disopropylfluorophosphate)によって阻害された｡ し
かしながらヘパ リンによっては clotting 活性は阻害されるが AE一 加水分解活性は逆に増強される現
象を認めた｡














論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
蛇毒のもつ有毒性成分の研究は暁傷による病変の治療法の確立の為に必要であるばかりでなく, 毒性の
様式の如何によっては有毒性成分の医薬としての利用の道を開くものでもある｡









である｡ 本論文においてはさらに同じマムシ料の Bothrops属および Crotalus属の蛇のもつ血液凝固酵
素にについてそれらの酵素化学的性質が比較検討されており, これらの諸種の血液凝固酵素がフィブリノ
ゲンに対する作用, 阻害物質の影響などの点においてそれぞれ若干の相違を有するものの本質的には類似
した作用を示すことが明らかにされている｡
以上の結果, 蛇毒の血液凝固活性の本体が明らかにされ, 蛇毒の毒性の一つの機作が解明された｡
現在, マムシ毒を止血剤として臨床的に応用することも試みられており, 本研究は蛇毒の本体に関する
- 基礎的研究たるに止まらず, さらに薬学的応用に関しても有用な知見をもたらしたものである｡
よって本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認定する0
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